




Modification of NBR by Metal Thioglycolate 























金属塩 状態 金属塩 状態
Ca 淡黄色粉末 Zn 白色粉末
Al 白色粉末 Co 黒かっ色粉末
Sn 淡銅色粉末 Ni 緑かっ色粉末
Ti 黄色塊状 Cd 白色粉末
Fe 黒色粉末 Pb 灰色粉末










酸化亜鉛 3号 5.0 
ステアリン酸 1.0 




11 PZ 0.5 




































































































































1) H. P. Brown， R. C. T.， 36， 931 (1963) 
引張り特性は一般に分散状態が良好なものほど，すぐ
れているが，分散状態不良の Sn，Cu塩は比較的高い引
張り強さを示している.また，逆l己分散状態が良好であ
る Ba，Co塩は引張り特性が劣っている.引張り特性は
金属塩の分散状態によって支配されるとともに，安定性
とも関連があるように考えられる.事実， Ba， Co塩を
添加した場合には伸長率も高く， TGAの添加で認めら
れているようとE加硫不足の現象が表われている.
合成した金属塩の構造は不明なところもあるが，例え
ば，Al塩は定量試験の結果1個の水酸基を残している.
一般には (HSCH2CU2)xMで表わされ， HSーがゴムと
反応して網目の形成に寄与しているものと考えられる.
しかし，一般に乙の種の金属塩は不安定であって熱，水
分および酸素の影響で分解してフリーの酸 (TGA)rが
生成する.したがって安定性に欠けるものの効果は期待
できない.
コントロールとTGA-AI塩で変性したゴムの摩粍訴験
